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研究成果の概要（和文）：自然科学と人文社会科学の文理融合、日本と海外の研究者の交流、研究者と一般社会
との交流を三本柱とした。このため、領域全体会議を毎年開催した。公開シンポジウムの開催、ホームページか
ら動画を含めたさまざまな情報を社会に発信、ヤポネシア人ゲノム研究に関する日本語のニューズレター
Yaponesian を出版、配布した。この分野の若手研究者育成の支援、総括班が運営するサーバーにゲノムデー
タ、考古学データ、言語学データを格納し、それらのあいだの相互関係の解析を容易にする研究環境を整備す
る、などの活動をおこなった。

研究成果の概要（英文）：We set up six research groups. Achievements of these groups  are as follows:
  A01 analyzed human mtDNA haplotype data of Japanese provided by Genesis Health Care, and found the
 inner dual structure. A02 determined ancient genome data of Jomon, Yayoi, and Kofun periods, and 
found various types of admixtures from these genome data. A03 determined various animal and plant 
genomes, A03 determined and analyzed animal and plant genomes such as mice, bear, and buckwheat.  
B01 studied languages especially Japanese and Ryukyuan dialects, B02 studied archeological data 
especially determine ages of archeological sites using C14 dating method, and finally B03 analyzed 
human and nonhuman genome data. Other than these six research groups, we also solicit small research
 groups B01 and B02 for two rounds of the two-year research. Their achievements include dog and wolf
 genome analyses, analysis of Ryukyu language dialects, excavation of some archeological sites in 
Kagoshima Prefecture.

研究分野： ゲノム新科学、自然人類学

キーワード： ヤポネシア人　ゲノム　分離融合研究　考古学　言語学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
われわれの研究プロジェクトの成果としては、現代および古代の日本人（ヤポネシア人）の研究に大きな進展が
あったことがあげられる。一般の人々は、われわれの研究メンバーがおこなったさまざまな公開講演から多くの
ことを学ぶことができた。ゲノム研究はいまや人類進化研究の必須の部分になったと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  ヤポネシア(1960 年代に島尾敏雄が提唱した名称であり、日本列島を指す)に居住する人々
を本領域研究では「ヤポネシア人」とよぶ。近年急速に発達したゲノム解析技術により、「革命」
ともいえるレベルでヤポネシア人の起源と成立の歴史について研究することが可能となってき
た。これに関する現在の定説は「二重構造モデル」である。「縄文」と「弥生」ということばで
象徴される採集狩猟先住民と稲作渡来民２種類の系統の混血があったが、北海道と沖縄では農
耕民との混血が少なかったので、南北集団と本土集団という二重構造が生じたとする。遺伝的解
析でもアイヌ人とオキナワ人(琉球人)の共通性が示されたが、オキナワ人がヤマト人(本土日本
人)と遺伝的にきわめて近いことや、オホーツク文化人の影響がアイヌ人にあることから、二重
構造モデルはあくまでも第一近似であり、それに修正や追加的要素が必要であることがわかっ
てきた。 21 世紀初頭にヒトゲノムの塩基配列が決定されると、ヒトの遺伝的多様性をゲノム規
模で比較する研究が急速に発展した。ヤポネシア人についても、2012 年に本領域代表の斎藤成
也らが、アイヌ人とオキナワ人に明確な共通性があることを示し、2015 年にはアイヌ人とヤマ
ト人の祖先集団が 混血をはじめたのは古墳時代から飛鳥時代であるという推定を得た。日本書
紀によれば、大和政権が東北に進出していた時代であり、現在でも東北地方にはアイヌ語地名
(川をあらわすナイ、ベツ)が多数存在する。考古学的にも続縄文文化が北海道から東北に分布し
ていた時代である。 斎藤のグループは出雲人の DNA も調べ、出雲人と東北地方人が若干類似し
ている可能性を見いだした。これらから、ヤマト人に「うちなる二重構造」があり、縄文・弥生
でシンボリックに語られる二段階の渡来だけでは説明できないとして、三段階渡来モデルを斎
藤が 2017 年に『核 DNA 解析でたどる日本人の源流』で提唱した。 ヒトに随伴して移動する動植
物の研究も、ゲノム時代になり、かつて考えられてきたシナリオが変更を求められている。マウ
スの遺伝解析を長年てがけてきた鈴木仁は、大陸からヤポネシアへのマウスの移動が、4000 年
前以降に 2 回あったことを発見した。これは三段階渡来モデルの後半二段階に対応する可能性
がある。人口変動についても，ゲノムデータから推定するさまざまな方法が開発されており、 こ
れまでの考古学的・歴史学的方法による推定を置き換えてゆくことが期待されている。長田直樹
は霊長類のゲノムデータ解析で大きな業績をあげており、ヒトゲノムデータへの応用が期待さ
れる。 一方、福島県三貫地遺跡出土の縄文人から DNA 抽出をおこない、ゲノム配列を一部決定
して解析した論文を、2016 年に斎藤成也や篠田謙一らが発表した。縄文人の系統が現在の東ア
ジア集団が分岐する以前に分岐した可能性が高い一方、縄文人が本土人に伝えたゲノムの割合
がわずか 12%程度であるなど、これまでとは異なる推定がされた。篠田らのグループは、これま
で縄文時代人のミトコンドリア DNA のハプロタイプ解析をてがけてきた。最近は次世代シーク
エンス法を用いて解析をすすめており、東北地方の縄文時代人と弥生時代人がゲノム的によく
似ていることや、北九州の弥生人にかなり縄文人のゲノムが伝わっていることもあきらかにな
りつつある。現代人に匹敵する高精度のゲノム配列を北海道礼文島遺跡出土の縄文人骨から得
ており、論文の投稿準備中である。日本列島人の文化的起源とその発展についても、まだまだ未
知の点が多い。2003 年に藤尾慎一郎ら国立歴史民俗博物館のグループは、AMS-炭素 14 年代測定
法を用いた推定から、弥生時代の開始を従来の推定から 500 年ほどさかのぼる紀元前 10 世紀だ
と発表した。九州北部からはじまった水田稲作は、数百年かけて日本列島を北上していったこと
がわかってきた。それ以後多くの論争があるが、やがてこの新年代観が定着すると期待される。
またゲノム分野と同様に、縄文と弥生という対立軸そのものが今後変貌する可能性がある。 日
本語の起源についてもさまざまな説があるが、定説といえるものはない。同じ日本列島内で 話
されているアイヌ語は、日本語との近縁関係を否定する言語学者が多い。東ユーラシアの太平 
洋沿岸には、他の言語との近縁性が明快ではない孤立した言語が、日本語、朝鮮語、アイヌ語の
ほかにも、ギリヤーク語がある。これら東ユーラシアの言語全体について、遠藤光暁らは多数の
言語学者による一連の共同研究を主宰して研究を進めてきた。一方、アイヌ人と明らかな遺伝的
共通性を持つオキナワ人は、琉球語を話す。日本語と琉球語については明確な近縁性があり、特
に琉球語内の方言は変化が大きいこともあり、木部暢子らにより活発な研究が進んでいる。  
 
２．研究の目的 
  自然科学と人文社会科学の文理融合、日本と海外の研究者の交流、研究者と一般社会との交
流を三本柱とする。このため、領域全体会議を毎年開催する、公開シンポジウムの開催、ホーム
ページから動画を含めたさまざまな情報を社会に発信、ヤポネシア人ゲノム研究に関する日本
語と英語のニューズレターYaponesian を出版する、この分野の若手研究者育成の支援、総括班
が運営するサーバーにゲノムデータ、考古学データ、言語学データを格納し、それらのあいだの
相互関係の解析を容易にする研究環境を整備する、などの活動をおこなう。 
 
 
 
３．研究の方法 



総括班としては、総括班会議を年に 4回以上開催するほか、年に 2回の全体会議、年に 1回
の公開講演会および若手集会の開催をおこなう。また、最終年度を待たずに、3年目（2020 年度）
にはしかるべき出版社に打診して、全 7 巻から構成されるヤポネシア人の起源と歴史に関する
書籍シリーズの刊行を企画し、5年間の新学術領域研究ヤポネシアゲノムが終了したあとただち
にこれらの書籍が刊行されることを計画している。これら日本語の書籍は、国民に広く新学術領
域研究ヤポネシアゲノムの成果を知っていただくためのものだが、英語の書籍についても、領域
代表の斎藤成也が Springer 社の EvolutionaryStudies Series の Series Editor なので、ここ
で何冊かの英語の書籍を出版する計画である。 
 
４．研究成果 
(１)2018 年 7 月から、本新学術領域研究「ヤポネシアゲノム」がはじまった。7月に第 1回総括
班会議を開催した。9 月に公募研究の説明会を開催した。全体会議を 11 月に青山学院大学で開
催し、計画研究の研究代表者と研究分担者の大部分が出席した。第 2 回総括班会議も開催した。
同年 9 月には北海道大学にて「歴史はやわかりセミナー第 1 回」を開催した。12 月には韓国の
遺跡を訪問するとともに、釜山大学で第 3 回総括班会議を開催した。2019 年 3 月には京都駅前
で公開講演会・第 4 回総括班会議を開催し、同じく 1 月に北海道大学で若手研究集会を開催し
た。このほか、10 月に三島市の市民文化会館と国立遺伝学研究所で開催された日本人類学会で
本新学術領域関係のシンポジウムを 4回開催した。 
2019 年 2 月に B02 言語学班の班会議が石垣島と与那国島で開催されたが、他の研究者も多数参

加して、学際的な研究会となった。2019 年 1 月には、ドイツのイエナで開催された言語学・考
古学・遺伝学の国際会議に本新学術研究の関係者 4名が招待され講演した。 
本新学術研究の活動を広く知っていただくために、季刊誌 Yaponesian（領域代表の斎藤成也

が編集長をつとめ、総括班の研究分担者と B01 班の木下尚子が編集委員）を編集し、ゼロ号を
2019 年 2 月に刊行した。このゼロ号では、「ヤポネシア鼎談」として、総括班の斎藤成也・藤尾
慎一郎・木部暢子が話し合いをした様子を掲載した。また、各計画研究の紹介をしたほか、「こ
とばめぐり」、「遺跡めぐり」、「しまめぐり」、「動植物ゲノム紹介」、「ソフトウェア紹介」、 
「研究室紹介」、およびコラムとして「わたしの好きなヤポネシアのうた」の連載をスタートさ
せた。リレーエッセイをもうけ、ゼロ号では、先史モンゴロイド重点領域研究と新学術研究「旧
人から新人への交代劇」の領域代表をされた赤澤威さんに寄稿していただいた。 
(２)自然科学と人文社会科学の文理融合、日本と海外の研究者の交流、研究者と一般社会との交
流を三本柱とした。このため、領域全体会議の開催（年 2 回）、公開シンポジウムの開催、ホー
ムページから動画を含めたさまざまな情報を社会に発信、ヤポネシア人ゲノム研究に関する日
本語の季刊誌 Yaponesian の出版、研究環境を整備、などの活動をおこなった。 
リースしているサーバー（すさのを）および国立遺伝学研究所のスーパーコンピュータを用いて、
現代人ゲノムの解析環境をととのえた。2018 年度に購入したサーバー2 台（うみさちとやまさ
ち）を用いて、古代人や公開されている現代人ゲノムや動植物ゲノムデータの格納をおこない、
それらデータの解析環境を整えた。季刊誌 Yaponesian の 2019 年はる号、なつ号、あき号、2020
年ふゆ号を編集刊行した。新学術領域研究ヤポネシアゲノムのウェブサイトを運営した。 
5 月 9 日、神戸にて国際中国語学会のサテライト会議を開催し、言語学者と他分野の研究者が講
演・議論をおこなった。5 月 10 日、京都大学東京オフィスにて現代人ゲノムデータ共有に関す
る説明会を開催した。5 月 11～12 日、東京上野の国立科学博物館にて全体会議と総括班会議を
開催した。9月 15 日、総括班会議を開催し、また福井駅前アオッサにて公開講演会を開催した。
9月 24～25 日、淡路島の淡路夢舞台にて「くにうみミーティング」（若手研究者育成の一環）を
開催した。 
(３) リースしているサーバー(すさのを)および国立遺伝学研究所のスーパーコンピュータを用
いて、現代人ゲノムの解析環境をととのえた。2018 年度に購入したサーバー2 台(うみさちとや
まさち)を用いて、古代人や公開されている現代人ゲノムや動植物ゲノムデータの格納をおこな
い、それらデータの解析環境を整えた。季刊誌 Yaponesian の 2020 年はる号、なつ号、あき号、
2021 年ふゆ号を編集刊行した。新学術領域研究ヤポネシアゲノムのウェブサイトを運営した。
特に今年度は英語版を充実させた。2020 年 6 月 27～28 日に、立川市の国立国語研究所にて総括
班会議と全体会議をハイブリッド方式で開催した。2021 年 2 月 15～17 日に、国立遺伝学研究所
と共催で「ゲノム概念誕生百周年記念シンポジウム」をオンラインで開催した。2021 年 3 月 2～
3 日に「第２回くにうみミーティング」(若手研究者育成の一環)を開催し、公開講演会もオンラ
インで実施した。2021 年 3月 19～21 日に、佐倉市の国立歴史民俗博物館にて全体会議と総括班
会議をハイブリッド方式で開催した。 
(４) リースしているサーバー(すさのを)および国立遺伝学研究所のスーパーコンピュータを用
いて、現代人ゲノムの解析環境をととのえた。2019 年度に購入したサーバー2 台(うみさちとや
まさち)を用いて、古代人や公開されている現代人ゲノムや動植物ゲノムデータの格納をおこな
い、それらデータの解析環境を整えた。季刊誌 Yaponesian の 2021 年はる号、なつ号、あき号、
2022 年ふゆ号を編集刊行した。新学術領域研究ヤポネシアゲノムのウェブサイトを運営した。
2021 年 6 月 12～13 日に、オンラインにて総括班会議と全体会議を開催した。2021 年 11 月 28 日
に、国際日本文化研究センターと共催で「埴原和郎の二重構造モデル論文発表３０周年記念公開
シンポジウム」をハイブリッド方式で開催した。2022 年 2 月 12～13 日に、オンラインにて全体



会議と総括班会議をハイブリッド方式で開催した。2022 年 3 月 15～17 日に「第 3回くにうみミ
ーティング」(若手研究者育成の一環)を開催した。 
(５) 2021 年度でリースが終了しているサーバー(すさのを)および国立遺伝学研究所のスーパ
ーコンピュータを用いて、現代人ゲノムの解析環境をととのえた。 2019 年度に購入したサーバ
ー2台(うみさちとやまさち)を用いて、古代人や公開されている現代人ゲノムや動植物ゲノムデ
ータの格納をおこない、それらデータの解析環境をととのえた。季刊誌 Yaponesian の 2022 年度
はる号、なつ号、あき号、ふゆ号を編集刊行し、広く配布した。新学術領域研究ヤポネシアゲノ
ムのウェブサイトを運営した。6 月 11～12 日に苫小牧市文化交流センターにて、全体会議と総
括班会議を開催した。淡路島の淡路夢舞台にて第 4 回「くにうみミーティング」(若手研究者育
成の一環)を開催した。公開講演会を青山学院大学にて開催した（2023 年 9 月 17 日）。 
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